
改善箇所説明図    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

基準不適合発生箇所 

後車軸において、製造公差の組み合わせにより、後

輪駆動用インプットシャフトとベアリングの接触部

に隙間ができるため、錆が発生して接触部が摩耗す

るものがある。定期点検を実施せず、長期間使用し

た場合、摩耗が進行して走行安定性に支障をきたす

おそれがある。 

改善の内容 

全車両、リアホイールの遊び等を点検し、規定範囲

を超える場合はインプットシャフトおよびベアリン

グを良品と交換する。 

注：      は対象部品を示す  
 

①ディスク固定ボルト 

②ブレーキディスク 

③センサーリング 

④インプットシャフト 

⑤ ベアリング 

識別マーク(白点) 

固定ナット上に白ペイントマークを付ける  

(図示とおり) 
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